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は じ め に

　食品成分 の 中 に は血栓症や 糖尿 病等の 生活習慣病 に対

して 予防 。治療効果の あるこ とが 明 らか に さ れ て きて い

る 。 と りわ け ，水 産 生 物 由来 の 食品 中 に は 高度不飽和脂

肪酸 （EPA ，
　DHA ） を は じめ ，キ チ ン ・キ トサ ソ ，タ

ウ リ ン ，コ ン ドロ イチ ン 硫酸，魚骨 カ ルシ ウム 等多種多

様 な健康性機能成分 の存在が 知 られ て お り，さ ら に 新た

な 機能が解明され つ つ あ る。

　こ れ ら 健康性機能成 分 に は，加工 。流通 の過程 で著 し

く損なわれ る場合がある。また ， こ れ らの成分 を 高濃度

に 含む 機能性 の 高い 水産食品を 開発す るた め に は ， 新 た

な 食品素材 化技 術，加工 ・流通時 の 変質防止技術や，美

味 し く食べ るた め の嗜好性 に関わ る研究 が必 要 で あ る 。

　本 シ ソ ポ ジ ウ ム は，健康 に対する水産生物由来の 機能

成分 の役割の 医学 的 解 明 とそ の 利用 に 関し，最近 の研究

の 動向を踏ま え て 総合的 に 討論す る こ とを日的 として 企

画 した 。
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